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令和３年度石川県交通安全県民大会の開催について 

 

１ 趣旨 

  人命尊重の理念の下に、安全で安心な交通社会を実現するため、県民の交通安全意識

の高揚を図るとともに、一人ひとりが良識ある交通行動の実践を決意し、もって交通事

故の根絶を図る。 

  表彰受賞者や石川県交通安全推進協議会関係者など、約３００名が出席予定 

２ 日時 

  令和３年１２月２１日（火）午後１時３０分から午後３時３０分まで 

３ 場所 

  金沢市鞍月２－１ 石川県地場産業振興センター（本館） 大ホール 

４ 主催 

  石川県、石川県警察本部、（一財）石川県交通安全協会、 

（一社）石川県安全運転管理者協議会連合会 

５ 協賛 

  石川県交通安全推進協議会 

６ 次第（詳細は別紙のとおり） 

 (1) 開会 

 (2) 交通事故犠牲者に対する黙とう 

 (3) 挨拶 

    石川県知事        谷本 正憲 

    石川県警察本部長     中島  寛 

    石川県交通安全協会会長  髙田 直人 

 (4) 表彰（１７団体、１６事業所、個人６１５名） 

 (5) 祝辞 

    石川県議会議長      向出  勉 

（代理 石川県議会副議長 安居 知世） 

 (6) 祝電披露 

 (7) 大会宣言 

 (8) 講演 

 (9) 閉会 

７ その他 

  石川県交通安全県民大会は、昭和５６年から実施しており、今回で４１回目の開催と

なる。 

※ 新型コロナウイルス感染症対策をとりながらの開催となります。 

  ・マスク着用、手指消毒の徹底、入場時の検温（サーモグラフィー設置） 

・開催場所でのソーシャルディスタンスの確保にご協力ください。 



と　き　令 和 ３ 年１2 月２1 日（火）

ところ　石川県地場産業振興センター

主　催　　石 　 　 　 　 　 川 　 　 　 　 　 県

石 　 川 　 県 　 警 　 察 　 本 　 部

（一財）石 川 県 交 通 安 全 協 会

（一社）石川県安全運転管理者協議会連合会

協　賛　　石 川 県 交 通 安 全 推 進 協 議 会

令　和　３　年　度

石川県交通安全県民大会



＜趣　　旨＞

　人命尊重の理念の下に、安全で安心な交通社会を実現するため、

県民の交通安全意識の高揚を図るとともに、一人ひとりが良識ある

交通行動の実践を決意し、もって交通事故の根絶を図る。

＜大会次第＞

１　開　　会　　（１３：３０）

２　交通事故犠牲者に対する黙とう

３　あいさつ

石 　 川 　 県 　 知 　 事　　　谷　本　正　憲

石　川　県　警　察　本　部　長　　　中　島　　　寛

（一財）石川県交通安全協会会長　　　髙　田　直　人

４　表　　彰

（１）石川県知事表彰

交通安全功労団体　　　　　１団体　　　交通安全功労者　　１７名　

交通安全ポスターコンクール入賞者　６４名

（２）中 部 管 区 警 察 局 長

　　　中部交通安全協会協議会会長　
連名表彰

優良交通安全協会　　　　　１団体　　　交通安全活動功労団体　　　　１団体

交通安全功労者　　　　　　１２名　　　優良運転者　　　　　　　　　２３名

優良安全運転管理者協議会　１団体　　　交通安全優良事業所　　　　２事業所

優良安全運転管理者等　　　　３名



（３）全日本交通安全協会会長表彰　 ― 交通栄誉章「緑十字銅章」―

交通安全功労者　　　　３８名　　　　優良安全運転管理者等　１０名　　

優良運転者　　　　　　７２名

（４）石 川 県 警 察 本 部 長
　　　　　　　　　　　　　　　　　連名表彰
　　　石 川 県 交 通 安 全 協 会 会 長

交通安全活動功労団体　　１２団体　　交通安全功労者　　　　　　４９名

優良街頭交通推進隊員　　　４３名　　永年勤続街頭交通推進隊員　３６名　

優良運転者　　　　　　　１９２名

（５）石 川 県 警 察 本 部 長
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　連名表彰
　　　石川県安全運転管理者協議会連合会会長

優良安全運転管理者協議会　１団体　　交通安全優良事業所　　１４事業所

優良安全運転管理者等　　　５２名

（６）石川県交通安全協会会長表彰　 ― 交通安全特別賞 ― 

架谷賞　３名　　　上野賞　１名

５　祝　　辞

石川県 議 会 議 長　　向　出　　　勉

６　祝電披露

７　大会宣言

８　講 演 会

演　題　　「自動運転技術を活用した次世代モビリティ社会」

講　師　　金沢大学　高度モビリティ研究所副所長

　　　　　　　教授　菅沼　直樹　氏

9　閉　　会　　（１５：３０）

講師紹介　金沢大学工学部機械システム工学科卒業。金沢大学大学院博士後期課程早期修了。

日本学術振興会特別研究員、金沢大学助手を経て、2015年より異分野融合の研究

を主任務とする金沢大学新学術創世研究機構に移籍し、同機構自動運転ユニット

リーダーを経て、本年同大学に新設された高度モビリティ研究所の副所長を務める。

1998年から自動運転自動車の研究を開始し、2015年国内の大学として初となる

石川県珠洲市での公道走行実験を実施。現在、全国各地で６年間を超える公道走

行実験の実績を有している。



（石川県交通安全シンボルマーク）
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